
高校教育課

事業概要

○3～5日程度のインターンシップを積極
的に実施
○長期間のインターンシップは優先的な採
択と予算措置
○専門性の高い研修や県外先進地での研修

○専門高校における高度技術
○専門高校における労働法、税、自立支援
のセミナーを強化
○原則として県内講師に対する支援

○県内企業、大学、専門学校等も対象
○保護者の参加する企業見学は優先的に実
施

14校の専門高校、職業教育を主とする総合学科 進路指導代替講師配置
就職者が多い普通高校、総合学科4校
（横田、三刀屋、島根中央、吉賀）

特別支援学校2校(松江養護、出雲養護）

明日のしまねを担う高校生キャリア教育推進事業

成果
●生徒の企業理解と企業の生徒理解が進んだ
●県内就職率の向上、県内就職希望の増加
●地域で輝く専門高校の存在

○学校と企業の情報交換会
○教員のキャリア教育推進研修
○キャリアカウンセリングプログラム活用事業

○学校と企業の情報交換会
○教員のキャリア教育推進研修
○キャリアカウンセリングプログラム活用
事業
○教員の高度技術習得

　特定の職業に従事するために必要な能力を備えた人材の育成を中心に行う事業を「働くことを学ぼう」
推進事業として継続して実施する。さらに、高校卒業後に進学する生徒に対し、地域産業の理解や地域課
題の発見を通して、しまねの将来を担う人材の育成を図る事業を「未来を描こう」推進事業として再構築
した。高等学校新学習指導要領及び島根県教育課程審議会答申等に基づき、すべての高校生を対象とした
「明日のしまねを担う高校生キャリア教育推進事業」を展開する。

企業見学事業

問題解決型学習推進事
業

インターンシップ事業

職業意識啓発セミナー事業

○産学官連携職業学科「課題研究」事業
対象：農業科、工業科、商業科、水産科、

総合学科（職業教育）

○産学官連携理数科「課題研究」事業
対象：理数科

○産学官連携地域理解・地域活性化事業
対象：普通科、総合学科（普通教育等）

○1日の社会体験（医療体験、看護体験、福祉
体験、ボランティア体験等）を積極的に実施
○3日間程度のインターンシップを実施

○職業教育、地域理解教育に関するセミナーを
強化
○原則として県内講師に対する支援

○普通科における県内・地元企業理解のための
企業見学事業を強化
○大学等のキャリア教育受講に係る経費も対象
○応募前企業見学

教員連携・キャリアアップ
事業

専門に関する基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させ、地元

を支える職業人の育成を図る必要がある。

県外へ流出している普通科高校生に対し、しまねや地域産業の

状況を理解し、地域の課題を発見し、その課題を解決する過程を

通して、しまねの将来を支える人材の育成を図る必要がある。

研究活動・体験活動を

重視した取組

地域理解、地域課題

の解決を図る取組

専門的な知識・技

能を高める取組

職業観・勤労観の

育成を図る取組

しまねを担う意欲をもった人材育成しまねの産業を担う人材育成

○島根県議会産業振興調査特別委員会提言（Ｈ20年10月）

今後さらに

○高等学校新学習指導要領の告示（Ｈ21年３月）

○島根県教育課程審議会の答申（Ｈ22年６月）

即戦力となるしまねの担い手 上級学校卒業後のしまねの担い手

普通高校では

活力あるしまねのための人材育成 ～県内定住も視野に～

「働くことを学ぼう」推進事業
インターンシップ、企業見学、産学官連携課題研究


